
路線バス経路探索システムにおけるユーザインタフェースの
複数種類の端末への対応

高山 貴寛 † 川村 尚生 † 笹間 俊彦 † 菅原 一孔 †

鳥取大学大学院 工学研究科 情報エレクトロニクス専攻 †

1 はじめに
最近のWebサービスは PCや携帯電話など様々な端

末からの利用を想定し，端末の種類や特性に応じたユー
ザインタフェースが設けられている．また，日々発売さ
れる新たな種類の端末への対応も要求されている．
我々は路線バスの利用促進のため，路線バス経路探索

システム (バスネット:http://www.ikisaki.jp/)[1]を開発
し，運用してきた．バスネットは PCと携帯からの利用
が想定され，両方から利用できるような HTMLによる
同じユーザインタフェースを使用していた．これを図 1

に示す．しかし，JavaScriptが利用できないなどの携帯
電話の制約を考慮したため，PCからの利用ではその特
性を生かしたユーザインタフェースとは言えず，新たな
端末にも対応しにくい状況であった．
そこで，経路探索結果を直接 HTMLとして出力する

のではなく，一旦 XMLとして出力し，それを元に個別
のユーザインタフェースを生成する方式を開発した．ま
た，その方式により公共施設などへの設置を想定した新
しい種類の端末をインテリジェントバス停という名前で
開発した．

図 1 従来の経路探索結果表示

2 複数種類の端末への対応
各端末が個別のユーザインタフェースを利用できるよ

うに，経路探索プログラムの入出力について共通の形式
を定めた．入力である経路探索条件には CGI引数の集
合を利用し，出力である経路探索結果にはXMLを利用
する．これを図 2に示す．
PCと携帯電話はWebブラウザからの利用を想定し

ているので，サーバ上で各端末に応じたユーザインタ
フェースの HTMLを生成する．インテリジェントバス
停については次に述べる．

図 2 複数種類の端末に対応した概念図

3 インテリジェントバス停

図 3 インテリジェ
ントバス停 (鳥取県
立中央病院)

インテリジェントバス停はタ
ッチパネルを用いており，携帯
電話や PCのマウスなど小さな
機器の操作が苦手な人でも利用
することができる．本研究では
3台を製作し，それぞれ鳥取県
内の公共施設に設置した．イン
テリジェントバス停はタッチパ
ネルの特性を生かしたWebブ
ラウザとは異なる独自のユーザ
インタフェースを生成する．従
って PCなどの他の端末とは異
なり，サーバから直接XMLを
受け取って処理をする．

4 おわりに
本研究では我々が開発してい

るバスネットにおいて，端末に
応じた個別のユーザインタフ
ェースを利用できる方式を開発
した．また，その方式でインテ
リジェントバス停という名前の新しい種類の端末を開
発した．なお，現在 iPhoneと iPad用のユーザインタ
フェースを開発中であり，さらなる利便性の向上を目指
している．
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